
いま、企業経営において、社会課題の解決を伴う企業成長に向けた取り組みは不可欠です。地球

温暖化による気候変動への対応、著しい速度で喪失する生物多様性の保全といった世界共通の課

題。また、世界有数の森林率を誇る日本では、林業衰退等による森林機能の低下といった独自の

課題も抱えています。野村不動産グループでは、主力事業エリアである東京の都心最寄りの豊か

な自然を有する奥多摩町と包括連携協定＊を締結。2022 年 10 月、同町が保有する山林約 130 ヘ

クタールに対して30年間の地上権設定を受け、「森を、つなぐ」東京プロジェクトが始動しました。

＊奥多摩町と野村不動産ホールディングス株式会社との持続可能な社会の実現に関する包括連携協定書

「森を、つなぐ」東京プロジェクト
森を起点に、事業を通して社会課題を解く挑戦が始まる
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このプロジェクトでは、東京の自然と都市を舞台に、自然

環境と人間活動の観点から課題解決を導き出す「ランド

スケープアプローチ」と呼ばれる手法を用いています。他

地域でも汎用性がある、自然と都市の持続的共生のモデ

ルケースを確立することで、社会的インパクトの創出と新

たな価値の創造に伴う企業成長を目指しています。

ランドスケープアプローチで自然と都市の共生を

Landscape Approach

豊かな森林は、木材を生産するだけではなく、大気中のCO2を吸収し、水源や土

壌を守り、川や海を含めた生物多様性にも寄与します。野村不動産グループは、

奥多摩町に保有するこの森を「つなぐ森」と名付け、森林の多面的機能を発揮さ

せる循環する森づくりに挑戦しています。
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地球環境の負荷から生物の生存が脅かされ、自然の恩恵が

失われつつある中、野村不動産グループは、国際社会と同調

し、生物多様性の保全と回復を目指すネイチャーポジティブ

を推し進めています。
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